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概況

　○生産
　生産は、おおむね横ばいの動きとなりました。

　○消費
　消費は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。　消費は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。

 
　○雇用・労働

　雇用は、おおむね横ばいの動きとなりました。
　賃金は、実質賃金が３期連続で前年同期を下回りました。

　○投資
　住宅投資は、３期ぶりに前年同期を上回りました。
　公共投資は、２期ぶりに前年同期を下回りました。

　○企業景況
　自社の業況について「悪化している」と回答した企業の割合が、「好転している」と回答した企業の割合を６
ポイント上回りました。

　令和７年１月～３月の県内経済は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。
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景気に敏感な経済指標を用いて、景気が上向きか下向きかを
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生産

○鉱工業生産指数（季節調整済）は、前期比0.8％上昇の79.2となりました。

（資料：県統計調査課、経済産業省）

○鉱工業生産指数の主な業種の推移

（資料：県統計調査課）

　生産は、おおむね横ばいの動きとなりました。

79.2 

101.5 

70
75
80
85
90
95

100
105
110
115

国：R2=100

県：H27=100

（暦年・四半期）

鉱工業生産指数 （季節調整済）

宮崎県 国

食料品工業や繊維工業などが低下した一方、

輸送機械工業や化学工業などで上昇

Ⅰ：１～３月 Ⅱ：４～６月

Ⅲ：７～９月 Ⅳ：10～12月

91.1 

80.3 

32.7 

77.6 

25

50

75

100

125
(H27=100)

（暦年・四半期）

鉱工業生産指数（季節調整済・業種別）
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前期比

・食料品工業･･･1.8%低下

・化学工業･･･ 7.1％上昇

・電子部品・デバイス工業･･･ 4.7％低下

・その他工業･･･ 1.8％上昇

（印刷・プラスチック・ゴム・その他）
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消費

○百貨店・スーパー販売額は、前年同期比2.7％増の179億円となり、前年同期を３期連続で上回りました。

　

○乗用車新車登録・届出台数は、前年同期比18.1％増の9,923台となり、前年同期を２期ぶりに上回りました。

　

　消費は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。
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（資料：経済産業省）

（資料：(一社)日本自動車販売協会連合会 宮崎支部）

※調査対象事業所の見直しのため、令和２年２月分以前の販売額とは不連続が生じています。前年同期比は、リンク係数による調整後の値です。
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○宮崎空港の航空便の乗降客数は、前年同期8.0％増の84万1千人となり、前年同期を16期連続で上回りました。

○主要ホテル・旅館宿泊客数は、前年同期比8.3%増の33万5千人となり、前年同期を６期連続で上回りました。
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（資料：県観光推進課）
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雇用・労働

　雇用は、おおむね横ばいの動きとなりました。
　賃金は、実質賃金が３期連続で前年同期を下回りました。

○有効求人倍率（季節調整済）は1.29倍となり、前期を0.01ポイント下回りました。

○名目賃金指数は前年同期比1.5％上昇の106.6となりました。

　実質賃金指数は前年同期比3.2％低下の94.4となりました。
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（資料：県統計調査課）
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投資

　住宅投資は、３期ぶりに前年同期を上回りました。
　公共投資は、２期ぶりに前年同期を下回りました。

○新設住宅着工戸数は、前年同期比で56.4％増加しました。

○公共工事請負金額は、前年同期比で22.3％減少しました。
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企業景況

○県内企業の業況感を企業動向アンケート調査（令和７年３月期調査）の自社業況判断ＤＩ（「好転」-「悪化」）でみると､全体では前期比

　９ポイント低下し、-６ポイントとなりました。

・業況判断ＤＩ （%、%ポイント）

好転 不変 悪化 DI

（A) (B) (C) (A)-(C)

製造業 14 59 27 13▲      12▲    

建設業 19 71 10 9 13
卸小売業 24 50 26 2▲      10▲    
サービス業 14 59 27 13▲      28▲    

全体 17 60 23 6▲      9▲    

（資料：(一財)みやぎん経済研究所・県統計調査課）

○企業倒産件数は前年同期比7.7%(+1件）増加し、負債額は前年同期比21.2％増加しました。

（資料：(株)東京商工リサーチ宮崎支店）

　自社の業況について「悪化している」と回答した企業の割合が、「好転している」と回答した企業の割合を
６ポイント上回りました。

業　種
前期比

令和7年　1月～3月

22 

14 

0

5

10

15

20

0

10

20

30

40
（件）（億円）

（暦年：四半期）

企業倒産件数・負債額

負債額（億円） 倒産件数

12 15 15
28

11 20 13 22 23 19 16
26

18 14 16 23
17

-35 -32 -35

-20

-40 -28 -31
-23 -27 -19 -18 -15 -27 -29 -30

-20 -23

-80

-60

-40

-20

0

20

40

（暦年・四半期）

業況判断ＤＩの推移

好転 悪化 DI

※負債額1,000万円以上

7



○参考指標一覧
景気動向指数 生　産

一致指数 鉱工業生産指数
有効

求人倍率
完全

失業率
企業動向

アンケート調査 企業倒産

年　次

四半期

月　次 宮崎県 宮崎県
百貨店ｽｰﾊﾟｰ

販売額 前年比
新車登録

台数
前年比 乗降客数 前年比 宿泊者数 前年比 宮崎県 宮崎県

実質
賃金指数

名目
賃金指数

戸数 前年比 金額 前年比 DI 倒産件数

R2 87.7 694 ▲ 4.6 35,670 ▲ 12.3 1,368 ▲ 59.3 769 ▲ 38.9 1.18 1.9 100.0 100.0 5,886 ▲ 8.9 1,650 19.4 33     

R3 91.7 685 ▲ 2.5 33,692 ▲ 5.5 1,216 ▲ 11.1 803 4.4 1.32 2.3 102.7 102.2 6,796 15.5 1,528 ▲ 7.4 27     

R4 87.1 721 5.3 30,147 ▲ 10.5 2,192 80.3 1,106 37.7 1.43 2.5 101.1 103.2 6,079 ▲ 10.6 1,436 ▲ 6.0 23     

R5 82.4 738 2.3 34,428 14.2 2,980 35.9 1,180 6.7 1.41 2.7 96.5 102.0 5,929 ▲ 2.5 1,626 13.2 32     

R6 79.6 745 1.0 32,081 ▲ 6.8 3,116 4.6 1,254 6.3 1.30 2.0 96.9 106.2 5,391 ▲ 9.1 1,882 15.7 49     

R6/1～3月 78.9 174 0.7 8,405 ▲ 16.6 779 6.1 310 4.9 1.31 2.2 97.5 105.0 1,267 ▲ 13.2 495 57.3 13     

/4～6月 81.4 174 ▲ 0.8 6,918 ▲ 9.5 690 0.6 274 0.9 1.29 2.0 99.6 108.4 1,511 4.9 529 23.2 15     

/7～9月 78.5 187 1.9 8,410 4.0 794 8.1 331 8.5 1.30 2.9 95.6 105.1 1,273 ▲ 14.7 442 ▲ 13.1 8      

/10～12月 78.6 209 2.1 8,348 ▲ 3.2 853 3.4 340 10.1 1.30 1.8 95.0 106.3 1,340 ▲ 12.8 416 11.4 13     

R7/1～3月 79.2 179 2.7 9,923 18.1 841 8.0 335 8.3 1.29 2.2 94.4 106.6 1,981 56.4 385 ▲ 22.3 14     

R6.1月 28.6 79.1 60 0.1 2,798 ▲ 6.8 241 8.1 91 7.7 1.33 97.1 104.6 447 21.5 112 140.0 4      

R6.2月 14.3 81.6 54 2.4 2,586 ▲ 18.7 259 8.6 104 6.5 1.31 97.8 104.9 353 ▲ 20.7 147 91.0 4      

R6.3月 28.6 76.1 60 ▲ 0.3 3,021 ▲ 22.4 279 2.4 115 1.5 1.31 97.7 105.4 467 ▲ 27.7 236 23.4 ▲ 9 5      

R6.4月 28.6 81.1 56 ▲ 2.0 2,175 ▲ 11.9 225 2.1 90 2.9 1.30 100.1 108.5 565 45.2 177 38.3 3      

R6.5月 28.6 78.9 59 ▲ 3.4 2,225 ▲ 3.1 247 ▲ 0.7 100 0.3 1.29 100.0 109.0 410 ▲ 36.7 192 21.1 5      

R6.6月 57.1 84.3 58 3.1 2,518 ▲ 12.6 219 0.5 85 ▲ 0.5 1.28 98.7 107.6 536 32.7 160 11.9 ▲ 15 7      

R6.7月 50.0 78.3 66 ▲ 1.2 2,893 6.2 250 8.2 107 8.5 1.30 95.4 104.7 463 ▲ 19.9 156 7.8 2      

R6.8月 57.1 75.4 64 3.7 2,373 ▲ 1.3 282 5.2 119 5.4 1.30 95.3 105.2 408 ▲ 5.1 115 ▲ 29.3 4      

R6.9月 71.4 81.7 57 3.7 3,144 6.4 262 11.2 104 12.2 1.31 96.0 105.5 402 ▲ 17.1 170 ▲ 15.1 ▲ 14 2      

R6.10月 57.1 78.9 60 ▲ 1.0 2,983 1.1 271 ▲ 1.4 110 6.8 1.31 95.4 106.0 471 ▲ 7.5 122 ▲ 12.1 8      

R6.11月 78.6 78.9 66 3.4 2,927 ▲ 7.8 292 5.2 114 6.6 1.30 94.4 105.6 437 ▲ 0.9 140 30.2 1      

R6.12月 14.3 78.0 84 3.3 2,438 ▲ 2.4 290 6.4 116 17.4 1.29 95.1 107.2 432 ▲ 26.3 154 21.2 3 4      

R7.1月 42.9 78.8 62 2.9 3,032 8.4 269 11.2 89 ▲ 1.4 1.29 93.8 106.3 432 ▲ 3.4 62 ▲ 44.6 5      

R7.2月 42.9 77.8 55 2.0 3,156 22.0 278 7.5 117 12.2 1.29 94.3 106.3 583 65.2 105 ▲ 28.2 6      

R7.3月 78.6 81.1 61 3.0 3,735 23.6 294 5.6 130 12.4 1.29 95.0 107.3 966 106.9 217 ▲ 8.0 ▲ 6 3      
県統計調査課 県統計調査課 厚生労働省 総務省 ※4 ※5

(※1) R2.2月以前は公表値にリンク係数を乗じた数値

(※2) 年次は原数値、四半期及び月次は季節調整値

(※3) (一社)日本自動車販売協会連合会　宮崎支部

(※4) (一財)みやぎん経済研究所､県統計調査課

(※5) (株)東京商工リサーチ宮崎支店

消　費 雇用・労働 投　資 企業景況

百貨店・ｽｰﾊﾟｰ販売額 乗用車新車登録・届出台数 宮崎空港乗降客数
主要ホテル・
旅館宿泊客数

実質賃金指数
名目賃金指数

新設住宅着工戸数 公共工事請負金額

西日本建設業保証(株)宮崎支店

(千人)
(倍)
※2

(％)
(事業所規模５人以
上、きまって支給す
る給与、R2=100)

(戸)(DI)
(季調済､
H27=100)

(億円)　※1
(台)

※軽乗用車を含む
(千人)

※国際線を含む

県統計調査課 国土交通省

(億円) (総合､DI) (件)

九州経済産業局 ※3 宮崎交通(株)、県総合交通課 県観光推進課

DI：（自社の景況が

「良い」と判断した割

合）－（「悪い」と判

断した割合）
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